
山形工業高等学校 

 全科挙げての取り組み 

 今年度３年目になる「特色ある高校つくり」事

業の一部を次の通り紹介致します。 

１．桜のライトアップ 

４月２３日～２７日、本校で製造したBDFを利用し

た発電により、本校正面玄関前桜のライトアップを

行いました。 

２．キャンドルスケープ inやまがた 

７月７日「キャンドルスケープ inやまがた」に

参加。市役所前広場を会場に、山形市環境部環境

課の方々や環境ネットやまがたの皆様と一緒に、

環境への思いを繋げる活動を演出しました。 

３．花笠まつりおよび清掃ボランティア活動 

８月６日、LED花笠を手

に、花笠まつりに参加し

ました。そして、８日早

朝、何度でも使用できる

エコバックで清掃ボラン

ティア活動を実施した。 

４．山形市立出羽小学校での出前授業 

１１月１６日、山形市立出羽小学校５年生全員

（２クラス５７名および保護者約５０名）に対し

て実施しました。 

５．花笠ゲートの製作    

７月２５日ほっとなる広場で行われた打ち水祭

りにおいて花笠ゲート、初のお披露目を行いまし

た。８月４日に行われた山形観光物産市において

のミスト装置の実演をしました。多くの人に利用

していただきミスト装置の清涼感を体感していた

だけたと思います。９月１日山形五中体育祭での

実演。熱中症対策のための設置です。涼を求める

中学生達でゲート付近は大混雑でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒河江工業高等学校 

輝くエンジニアの卵たち 

4 月に、会員である菅原和明校長を向かえ、本

校の『目指す学校像』として「常に前進する学校」

「地域に根ざし地域に開かれた工業高校」「個性を

生かし活躍できるスペシャリストを育てる学校」

を掲げ、職員一丸となり工業の活性化に努めてき

た。また、寒河江中央工業団地と町内会合同での

植栽活動「若草のみち」等、地域に密着した様々

なボランティア活動を展開してきた。特に、来年

度は創立 50 周年記念行事や、キャンパス制に関

する協議や課題の解決が残されており、その対応

に明け暮れた一年のように思われる。そのような

中でも、工業科の教師は、迷うことなく、生徒の

進路実現のために、多くの資格取得に取り組んで

きた。特に、技能検定においては、他校に恥じな

い結果を残してきたと自負している。加えて、事

務局運営や各種コンテストにおいても十分に満足

できる結果を残した。 

 

●学習デジタル教材   ●コンクリートカヌー 

【今年度の出来事と主な成果】 

（事務局・部会運営） 

・メカトロアイデアコンテスト大会 

・土木関係科部会  

（主な大会成果） 

・高校生測量コンテスト 県部門別 優勝  

・コンクリートカヌー 全国大会 ５位 

・学習ﾃﾞｼﾞﾀﾙ教材コンクール 全国大会 優良賞 

 

その他にも、地域に根ざした公開授業として、親

子体験教室（風力発電模型・イルミネーション）・

小学校の出前授業（電子ｵﾙｺﾞｰﾙの製作）・やまがた

高校生ﾁｬﾚﾝｼﾞﾌｪｽﾀ参加・発明工夫展への出展（寒河

江市会場）などを行い、地域の人と交流を深めた。 

 最後に、東日本大震災で被災した工業高校生の人

生に立ち向かう姿にエールを送りたい。 



東根工業高等学校 

持続可能なまち作り 

■被災地支援の取り組み 

・第１回「電気をつくって 調べて 遊ぼう！！」 

2012 年 7 月 21 日、東松島市図書館と東松島市コミ

ュニティーセンターで出前講座を開催しました。小

学生 4 年生から 6 年生まで 13 名が参加してくださ

いました。本校からは 16 名の生徒が講師として参

加しました。内容は、手作りソーラーパネル、手作

りモーター、絵本の読み聞かせです。13 名を 2 班に

分け、すべての講座を受講していただきました。 

・第２回「電子工作教室 太陽電池のエコラジオ」

2012 年 11 月 18 日、東松島市の文化交流施設「蔵

しっくパーク」で開催しました。小学 3，4 年生 8

名が参加してくださり、大変意欲的に取り組んでい

ただきました。今回は、くらっぱ文化祭との同時開

催で、大変賑やかな雰囲気で行うことができました。

本校からは生徒 13 名が参加し、エコラジオの出前

講座、昨年度の出前講座で製作したバッテリーステ

ーションのメンテナンス、プランターへの花植作業、

バルーンアートを行いました。 

■海外での取り組み 

・バングラデシュ 8 月 9 日（木）～16 日（木） 

東根市の支援を得て、本校電子システム科 2 年生

3 名がアロアシャ学園（ラッシャヒ市）を訪れ、手

作り太陽電池パネルのワークショップ・ソーラーバ

ッテリーステーションの製作設置・マイコンを活用

した発電量の見える化を行い、国際貢献を実体験す

る活動を行ってきました。 

・ネパール 12 月 11 日（火）～18 日（火） 

東根市・JICA・本校同窓会の支援を得て、本校電

子システム科 1年生３名がニューホライズンアカデ

ミー(カトマンズ)を訪れ、太陽電池パネルの手作り

とモータの手作りの出前講座を行ってきました。こ

の活動が、ネパー

ルの電力事情の

改善の一助にな

ればと考えてお

ります。 

写真  ワークシ

ョップ（バングラ

デシュ） 

新庄神室産業高等学校 

～更なる「志高」「創造」「自立」に向けて～  

 

農工が併設する学校の特色として、毎年恒例の 

田植え競技会が５月に開催され、科をこえて生徒 

が競技や応援に熱中し、教員や保護者、近隣住民 

の方の声援の中、盛大に行われました。 

７月には２年生のインターンシップ、７・８月 

にかけ３年生の就業体験・企業見学を実施しまし 

た。企業での働く体験や技術指導を受けた生徒は 

学校で学ぶことと実際の現場で必要とされる技術、

仕事に対する考え方を学ぶ有意義な期間となりま 

した。 

 １０月５日に創立１０周年記念式典が挙行され、

１５０名の来賓をお迎えし、また記念講演として 

アルピニストの野口健氏の体験談では和やかな雰 

囲気の内に終えました。 

敷地内には生徒が主になって 

制作した記念モニュメントが 

建てられ、全校生徒・職員と 

の記念撮影を行い、本校の今 

後１０年の発展を祈念しまし 

た。 

図１（建立モニュメント） 

毎年１０月中旬に行われる｢神室産業高校展 in も

がみ大産業まつり｣が今年も新庄駅｢ゆめりあ｣で開

催されました。 

地元企業や農業生産 

者が展示・販売を行う 

｢もがみ大産業まつり｣ 

と本校生徒の日頃の活 

動を地元の方に知って 

体験してもらう｢新庄 

神室産業高校展｣では 図２（生徒による 

多くの来客者があり、      新庄囃子演奏） 

市民の方への説明・ＰＲと生徒が大活躍しました。 

１月２６日、本校の恒例行事となった｢研究発 

表会｣が新庄市民文化会館で催され、各科代表３ 

年生が課題研究で取り組んだテーマを全校生徒・ 

保護者・中学生・住民の前で発表し、地元企業・ 

学校関係からなる審査員から高い評価を受け、成 

功に終わりました。 



米沢工業高等学校（全） 

全校「課題研究発表会」開催 

３年間の集大成となる「課題研究発表会」が本

校体育館で行われ、代表１１グループが今年１年

間にわたって研究してきた総まとめを行った。発

表会は、３年生２０２人が各自で課題やテーマを

設けてきた内容を知ってもらおうと、毎年行われ

ているもので今年で８年目、６グループ約４０人

が、全校生や市内の企業へ研究内容を報告した。  

「手仕上げやかんの製作」「スマホとお掃除ロ

ボット」「調査研究-防災から減災へ-」「災害用交

流電源」「カクテルドレス」「建築設計・デザイン

コンクールへの挑戦」などについてそれぞれの想

いや成果を披露した。 

 

用水路に「マイクロ水力発電装置」設置 

工業高校の地域で果たす役割の大きさが認め

られ、米沢市の強力な支援を受けた「米沢市もの

づくり地域産業化研究協議会」が設立され事務局

が平成２２年度から米工に置かれている。 

2 月上旬、全校生徒に対してこれまでの経過と

取り組みの報告が行われた。全校生一体となって

プロジェクトを進めている「スマートコミュニテ

ィー」の計画が報告され、来年度から「地熱発電

やバイオマス発電を使った自然エネルギーを取

り入れたエコハウスの建設や第２弾となる電気

自動車（ＥＶ）の開発を行う」など紹介された。 

どれも次世代に欠かすことのできない重要な

ものであると同時に地域産業と密接に関係して

いるテーマである。次年度の取り組みに期待が高

まっている。 

 

「ものづくりコンテスト・旋盤部門」優勝 

今年の「ものづくりコンテスト・旋盤部門」に

おいて、機械生産類２年二瓶美摘さんが優勝し、

山形県を代表して東北大会に出場した。女子生徒

が優勝するのは大会

史上初めての快挙と

なり在校生に大きな

希望を与えてくれま

した。 

米沢工業高等学校(定) 

「校外へ発信できるものづくり」を目指して 

 米工定時制では、平成２２年度より「校外へ発

信できるものづくり」に挑戦しています。２４年

度は、マイコンカーラリー山形県大会への参加の

他に、県発明協会が主催する「山形県発明くふう

展」に課題研究などで製作した作品を出品しまし

た。作品の概要と審査結果は以下の通りです。 

 

(1) 東北経済産業局局長賞 

「弱視者・視覚障害者のための点字学習支援装置」 

点字学習の初心者が、これから点字タイプライタ

ーの使い方を覚えようとする際に役立つ自学装置

です。  

 

(2) 寒河江市教育委員会教育長賞 

「重量検知ディジタルレベルメーターと音声案内

付多用途交流電源」 

重量の変化を検知すると、予め録音した音声メッ

セージを流してユーザーに知らせ、同時に電源を

自動で入切します。介護や防犯装置などに利用で

きます。 

 

２点とも全国学生児童発明くふう展への応募推薦

をいただくことができました。 

全国審査では、(2)の「重量検知ディジタルレベル

メーターと音声案内付多用途交流電源」は一次（書

類）審査止まりでしたが、(1)の「点字学習支援装

置」は二次（実物）審査にまで進むことが出来ま

した。（審査結果は３月に発表される予定です） 

 

また、点字学習支援装置は、青少年の創造性開発

育成事業の補助を受けて製作しました。山形県立

山形盲学校への贈呈を２月下旬に予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 点字学習支援装置 重量検知ディジタルレベ

ルメーターと音声案内付

き多用途交流電源 



長井工業高等学校 

創立５０周年を迎え、新たな体制へ  

 本校は昭和３７年に開校し、今年度創立５０周

年を迎えました。地域産業の担い手や地元企業を

支える牽引役として、現在も数多くの卒業生を社

会に輩出しています。去る９月２９日に式典・講

演会ならびに祝賀会が盛大に挙行され、約１５０

名の方々に御列席頂きました。講演会は、国内で

唯一民間企業としてロケット打ち上げを行ってい

る㈱カムイスペースワークスの代表取締役、植松

努氏よりご講話頂きました。 

 

また、１０月の文化祭では、『創造の鐘』の除

幕式とタイムカプセル開きを行いました。タイム

カプセルは３０年前に封印したカプセルを、当時

の在校生の方々に開封して頂きました。 

 資格取得関係では、第１３回品質管理検定にお

いて、機械システム科３年生が本校２人目となる

２級に合格しました。今回は、現役高校生では全

国でも２名しか合格者がいない難関を突破したこ

とになります。今年度は３年生を中心に資格取得

に意欲的な生徒が多く、ジュニアマイスター顕彰

において、ゴールド取得数シルバー取得数ともに

過去最高を記録しました。  

今年度が完成年度となる「特色ある高校づくり」

では、黒獅子ロボット（バージョン２）の製作と、

エコ発電（水車）に取り組みました。  

来年度は三学科体制に学科改編されますが、諸

先輩方から受け継いできた長工スピリットを継承

し、今後も活力溢れるものづくり活動に励んでい

きたいと考えています。 

鶴岡工業高等学校 

一年の活動 

各専門科で特色にあわせた資格取得を推進し 2 年

目を迎えた。今年度は技能検定の合格者が 6割強（昨

年度比）増加した。生徒への啓蒙活動と各科指導担

当者の熱意が実を結んだものである。受験者数が多

くなれれば工具・設備及び場所の確保が困難をきた

した場面が出てきた。受験者数の増加による指導課

題の解決が必要である。また、電気電子システム科

においては、電気工事士を 1 年生で３９名の合格者

を出した。このことは他校においても励みになるこ

とではないだろうか。 

8 月に情報通信システム科においては中学生を対

象とした開放講座「ロボットカーの制作とプログラ

ミング」を行った。ミニマイコンカーを制作しライ

ントレース実走させた。出前授業では電気電子シス

テム科「電気を創ってみよう」（振動発電・熱発電）、

環境システム科「ノーベル化学賞を体験しよう」（ク

ロスカップリング）を 3 つの小学校で紹介し体験し

てもらった。建築システム科においては家中新町町

内会へ課題研究で作成したゴミステーションを寄

贈した。 

ものづくりクラブにおいては、スペースクリエイ

タクラブが東京スカイツリー１／１５０模型を制

作し苗津福祉センターへの展示と第９回目を迎え

た鶴工ものづくり展示会で示した。精巧に電飾まで

製作されたツリーは地域の方々から好評を得た。ま

た、メカトロアイディアコンテストでは 1 位、2 位

に入賞した 2台のロボットが全国高等学校ロボット

競技会へ出場した。その結果、1 台が１２６台中１

１位となったことは今後、本校ものづくりクラブの

更なる活性化に繋がるものと評価している。 

            

 



鶴岡工業高等学校(定時制) 

インターンシップや資格検定に活躍 

本校では、今年度よりインターンシップを実施した。

希望する職業との適性を把握することや職場での実際

的な技術・技能に触れることにより学習意欲の喚起につ

なげることなどが目的である。 

期間は7月24日～

26 日の 3 日間、対象

生徒は次年度に卒業

を迎える３年次生の９

名。生徒の中には、

人とのコミュニケーシ

ョンがうまく取れない

ものもおり、しっかりと業務に遂行できるか不安な面も

あった。しかし、いざ実施してみると、どの生徒も真面

目に取り組むことができ、企業の方からお褒めの言葉

を頂いた生徒も多数いた。 

成果としては、以下の点が挙げられる。 

(1) マナーや礼儀を守り、与えられた業務に専念

することができ、集中力やコミュニケーション能力を身

につけた。 

(2) その職業の実際的な技術や技能に触れること

ができた。 

(3) 企業の選択、自己紹介票・日誌・礼状の作成

およびインターンシップ報告会などの様々な取り組み

から、自己理解や職業適性など自分の進路を深く考

える機会となった。 

(4) インターンシップ報告会を通し、他の職場の状

況を知ることができた。また、下年次の生徒にも進路

に対する意識付けに効果があった。 

資格検定については、４年次生１名が、「技能検

定（機械加工 マシニングセンタ作業）３級」に挑

戦し、定時制初の合格者となった。彼の勤勉な性格

と機械加工に対する興味の深さ、および進路に生か

したいという情熱が実を結んだものと思われる。他

に３年次生１名が二級ボイラー技士に合格した。下

年次生もこの

先輩方の頑張

りに触れ、奮

起してくれる

ことを期待す

るものである。 

酒田光陵高等学校 

「新しいタイプの学校づくり、その中での工業科の役割」 

 本校は、「総合選択制高校として統合、スケール

メリットを生かし、生徒の多様なニーズに応えられ

る学校づくり」をコンセプトに今年度開校しました。

県内の公立高校としては、これまでにない大規模校

の誕生であり、その運営には、新たな発想や仕組み

作りが欠かせない。今年度は全職員が新しい高校づ

くりに奮闘の毎日で、工業科としての取組について

一部をまとめ報告とする。 

開校一年目[１年次、普通科(3)、工業科(4)、商業

科(3)、情報科(1)、計１１クラ

ス]の工業科の役割の一つと

して、地域と連携が求められ、

その実践として酒田市教委主

催の「ものづくり科学教室」

を本校会場で開催し、小学生

とその保護者あわせて約２０

０名が来校、ものづくりの楽

しさを学ぶ機会を提供した。 

また酒田市商工港湾課主催の「さかた産業フェ

ア」への参加では、２日間で延べ５，５００名の市

民が来場。そこでは、工業科、商業科、情報科の生

徒が融合し普段の学習で培われた知識と技術を披

露して、多くの市民に対し、本校の魅力と学習活動

を披露することができた。 

 資格取得では、国家技能検定の１次で３級に８２

名、２級にも合格者を輩出するなど、前年以上の成

果を残した。さらに各種競技大会においては、ﾒｶﾄﾛ

ｱｲﾃﾞｨｱｺﾝﾃｽﾄで第３位、マイコンカーラリー県大会

では、個人Ｂａｓｉｃで優勝・準優勝となり団体優

勝を果たし、今年１月に行われた全国大会予選１０

位という成績で決勝大会に進む活躍を見せた。 

本校には、普通科、工業科、商業科、情報科と

いう４つの専門学科が設置されており、これまで

にはない学科間における新たな創造が期待できる。

「産振棟の工業科生徒の実習のとなりで商業科の

生徒が会計を学ぶ」ということは、専門学科間の

交流による新たな発想が生まれ、今後の学科間の

積極的な交流が、生徒や教員にとって大きな力と

なり、さらには地域発展への原動力となることが

期待できる。 



山形明正高等学校 

ものづくりコンテスト東北大会初優勝 

＝ 自動車整備部門 ＝ 

平成 24 年度の入学者から科ごとのクラス編成を

やめ、同じクラスに自動車工学科・情報機械科・普

通科の三科が混合する新たなクラスつくり｢明正ス

タイル｣を実施している。これは、クラスの中に疑

似社会をつくることで、異なる価値観を持つ仲間と

の出会いや会社・地域での社会性を育てるためであ

る。他校にはない取り組みであり、新たな学校づく

りのビジョンとして是非成功させていきたい。また、

今年度は昨年度に引き続き、ものづくりコンテスト

自動車整備部門山形県大会で優勝を果たし、東北大

会に参加した。東北大会では本校創立以来、初めて

の優勝を果たし、全国大会に出場することができた。

これは 4 月当初から部活動として、毎日指導してき

た結果である。これを個人のものとするのではなく

授業の中に取り入れ、全体のものとして技術・知識

のレベルアップを果たしていきたい。 

 

 

 

 

 

≪ものづくりコンテストの様子≫ 

昨年度から課題研究発表会を自動車工学科と情

報機械科の合同で実施している。それぞれ科の特徴

を生かした発表会となり保護者からも好評であっ

た。 

 

 

 

 

 

≪課題研究発表会の様子≫ 

 このほかにも、情報機械科では校外研修の実施や

メカトロアイディアコンテスト参加、自動車工学科

では学年ごと校外研修の実施や全国電気自動車創

作コンテスト及びエコマイレッジ全国大会への参

加などの行事を実施してきた。今後も 3 級自動車整

備士合格に向けての激励会や勉強合宿などの行事

を通し生徒を成長させていきたい。 

山形電波工業高等学校 

被災地ボランティア研修を通して 

本校は、昨年創立５０周年を迎えこの春、「やま

がた創造工学科」の第一期生を社会に輩出した。

地域と共に歩み、地元に根付く学校を目標に工業

教育に取り組んでいる。 

 スクールキャラクターである「デンぱんだ」を

授業や様々な工業教育活動、地域ボランティア活

動等に展開する“デンぱんだ大作戦”。カメラのフ

ィルムケースを再利用した携帯型発光ダイオード

（ＬＥＤ）ライト製作を第一学年の生徒全員が工

業技術基礎とLHRを利用しながら製作を行った。 

作業の流れを円滑に行うために、モノづくり倶

楽部の生徒に使用する電子部品、基板、配線など

の準備や製作過程、動作確認等を指導し把握させ

た。その過程を踏まえて、学年全クラスの指導員

として指示を行い、アドバイスをするような形態

をとった。 

その結果、生徒同士が自己啓発しお互いに協力

する姿が見受けられた。また、指導している生徒

にも役割分担を与えることにより、強い責任感を

自覚し目的に向かって一体となる雰囲気感が生ま

れた。 

 今後、さらに「モノづくりを通した人づくり」

を目標に工業高校の役割を担う活動を展開しなが

ら、将来を創造する工業の人材育成に取り組んで

いきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



羽黒高等学校 

三科合同課題研究発表会 

平成２５年１月３０日（水）鶴岡市羽黒コミュニ

ティーセンターにおいて、三科合同の課題研究発表

会を行った。 

本校の専門科には、総合情報学科（E）・機械シス

テム学科（M）・自動車システム学科（A）の三つの

学科があり、合同かつ外部施設を使用して課題研究

発表会を行うのは、今回で２年目となる。 

この会のビジョンとしては、趣旨に賛同いただき、

資金援助や地元企業との共同開発に踏み切りたい

という思いがある。そのためには、社会とのより太

い繋がりが必須である。よって外部の方をお呼びし

て、社会の目に触れながらの発表会とした。 

視聴する側の２学年 EMA の生徒は、評価も兼ね、

レポートを記入しながらの参加とし、終了時には、

生徒の声を集約した「生徒が選んだ特別賞」の発表

も行った。 

審査員による最優秀賞は、E 科の「きびそにふれ

て」班となった。優秀賞は、M 科の「かみじ荘のフ

ェンス製作」」、A 科の「バキューム成型の研究

（iphon ケースの製作）」班の発表となった。その他、

ユニークな研究に E 科の「情報発信～メディアの選

択～」M 科の「メカ構造」。週３時間の枠をはるか

に超え、地域社会に貢献したであろう E 科の「壁画

制作、羽黒町観光看板の設置」など、それぞれ個性

的な発表で視聴者を楽しませた。 

学校長より、「失敗作品は皆にとって成功につなが

る体験」「期限を守

らないことは、社

会では通用しな

い」と講評・アド

バイスをいただき、

充実したひと

時となった。

レベルアップ

と近い将来、

ビジョンの実

現を誓いたい 


